
 

 

議事（２）「都市基盤整備」について 

 

（５）交通体系 

【現状と課題】 

 ○ 市町村が広域に分散している北海道・十勝地域においては、高速道路や空港、港湾、鉄

道、公共交通などの総合的な交通体系は、農畜産物の迅速な輸送、観光客等の誘客、地域

間交流の促進などの面で重要な役割を担っている。 

○ 北海道においては、2030 年に予定されている北海道新幹線の札幌開業を見据え、地域の

暮らしや産業経済を支える安定的かつ持続的な交通・物流ネットワークの確保などを戦略

的にすすめるため、平成 30 年 3 月に「北海道交通政策総合指針」を策定した。 

○ こうした中、十勝においては、道東自動車道が札幌圏から十勝圏を通じ釧路圏まで開通

したことに加え、東京線のダブルトラッキング化や機材の大型化、空港利用促進の取り組

みなど公共交通ネットワークの充実により、交流人口が拡大してきている。 

○ 一方、JR北海道より、単独では維持困難な線区が公表され、沿線自治体との協議がすす

められているほか、路線バスの利用者数は近年横ばいとなっており、人件費や燃料費の増

加による採算性の低下等に伴い不採算路線が多く存在するなど、バス事業者の経営は厳し

い状況が続いている。 

○ 今後も、持続可能な地域づくりをすすめていくためには、札幌圏や中核都市間の高速道

路の整備、充実や、北海道内 7空港一括民間委託なども踏まえたとかち帯広空港の機能強

化、地域内の公共交通の確保などによる交通体系の整備が必要となっている。 

 

【第六期帯広市総合計画における主な取り組み】 

○ 高規格幹線道路整備の要望活動・利用促進 

○ 空港施設の整備（空港ターミナルビルの増築、エプロン拡張、滑走路の更新改良など） 

○ 空港利用促進事業の実施 

○ 東京線のダブルトラッキング化、国際線の就航促進 

○ 石勝線・根室線高速化に向けた要望活動の実施 

○ 赤字バス路線に対する支援 

○ あいのりタクシー、あいのりバスの運行 

 

 【今後の取り組みの方向性】 

  ○ 札幌圏や中核都市間の高速道路の充実や、とかち帯広空港の機能強化、地域内の公共交

通の確保などにより、持続可能な地域づくりにつながる交通体系の整備をはかる。 

 

 

＜論点例＞ 

● 持続可能な地域づくりをすすめるために、地域間交通及び、地域内の公共交通

はどうあるべきか。 

資料５ 



政策 5-2 交流を支えるまちづくり

平成29年度  施策評価表

施策の目標
関係機関との連携により、高速道路、空港・港湾、公共交通など、総合的な交
通体系の整備・充実をすすめます。

評価担当部 商工観光部

5-2-2 総合的な交通体系の充実
関   係   部 政策推進部・都市建設部

施策

成果指標 単位
H28(実績)

判定

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 5 快適で住みよいまち

１．成果指標による判定

H28(目標) 実績値の年次推移

5,355

2
 とかち帯広空港の
 定期便利用乗降客数

万人

62.2

ａ

62.1

2,290

ａ1
 道東自動車道の
 １日当たり利用台数

台

成果指標による判定 ａ

２．成果指標の実績値に対する考え方

「道東自動車道の1日当たりの利用台数」は、前年に比べ1,014台増加し、目標値を上回っています。
道東自動車道が札幌圏から十勝圏を通じ釧路圏まで開通したことにより、観光行動圏及び流通圏が拡
大し、地域間交流が盛んになったことに加え、昨年の台風被害により道路や鉄道網が寸断されている
中で、道東自動車道が交通ネットワークを支える役割を担ったことが要因と考えます。

「とかち帯広空港の定期便利用乗降客数」は、前年に比べ1.7万人増加し、目標値を上回っていま
す。機材の大型化の影響や空港利用促進に向けた取り組みの効果が徐々に表れてきているものと考
えます。

「バス利用者数（十勝管内）」は、前年に比べ6.0万人減少したものの、目標値を上回っています。70
歳以上の高齢者の市内区間のバス運賃が無料となる帯広市の「高齢者おでかけサポートバス事業」に
より、多くの高齢者にバスが利用されているほか、バス事業者や帯広市地域公共交通活性化協議会で
実施しているバスの利用促進に向けた取り組みの効果が表れてきているものと考えます。

3
 バス利用者数
 （十勝管内）

万人

440.3

ａ

395.8

1,570  2,392  

6,051 
4,073 3,732 3,999 3,831 4,341 

5,355 

2,750  
1,000

3,000

5,000

7,000

H19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H31

395.8  
407.0  402.1 408.0 

426.3 

450.6 452.2 446.3 440.3 

395.8 
390

410

430

450

470

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H31

60.2 

55.7 
52.0 53.0 54.4 56.6 58.2 60.5 

62.2 

63.1  

45
50
55
60
65
70

H19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H31

実績値 

目標値 

（基準） （目標） 

（基準） （目標） 

（基準） （目標） 



３．市民実感度による判定

設問 空港、バス、高速道路など、交通の利便性が確保されている

3

回答数 構成比

1 そう思う 153

回答 H29

2 ややそう思う 365 46.7%

4 そう思わない

ｂ 鉄道の利便性が良くないから 17 7.6%

7.0%

19.6%

上記の回答で3（あまりそう思わない）または4（そう思わない）を選んだ理由

無回答 24 3.1%

合計回答数 782 －

H29
回答数 構成比

ａ 航空の利便性が良くないから 44 19.6%

55

あまりそう思わない 185 23.7%

ｄ 高速道路の利便性が良くないから 14 6.2%

ｅ その他 18 8.0%

ｃ バスの利便性が良くないから 132 58.7%

有効回答数 225 －

市民実感度（加重平均値）

2.813

市民実感度による判定 ｂ

４．市民実感度調査結果に対する考え方

H29 年次推移

市民実感度は、「そう思う」と「ややそう思う」の合計回答数の割合が66.3％となっており、中位（上位）
にあります。高速道路ネットワークの拡充や航空路線の確保などによる利便性向上の取り組みが一定
程度市民に評価されたものと考えます。

19.6  

46.7  

23.7  

7.0  

3.1  

0 25 50 75 100

2.766  2.848  2.910  2.928  2.999  3.052  2.897  2.813  

1.000
1.750
2.500
3.250
4.000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

上位 

中位（上位） 

中位（下位） 

下位 



N

北 海 道 高 規 格 幹 線 道 路 網 図

北 海 道

人口１０万人以上の都市

振興局所在地
一 般 国 道

総合振興局所在地

平成30年3月31日

北海道横断自動車道

余市～小樽間

（有料道路方式）

Ｌ＝２３㎞

Ｈ３０年度開通予定

北海道縦貫自動車道

士別剣淵～名寄間

（新直轄方式）

Ｌ＝２４㎞

北海道横断自動車道

阿寒～釧路西間

（新直轄方式）

Ｌ＝１７㎞

北海道横断自動車道

足寄～陸別小利別間

（新直轄方式）

Ｌ＝５１㎞

足寄～

陸別町陸別

整備未着手区間

Ｌ＝３０㎞

北海道の高規格幹線道路

開 通 区 間

整備 計画区間

予定 路線区間

開 通 区 間

事 業 区 間

計 画 区 間

開 通 区 間

事 業 区 間

函 館 江 差 自 動 車 道 70km

高速自動車国道に並行する自動車専用道路

深 川 留 萌 自 動 車 道 50km

旭 川 紋 別 自 動 車 道 130km

帯 広 広 尾 自 動 車 道 80km

一般国道自動車専用道路 日 高 自 動 車 道 120km

凡　　　　　　　　例 路　　線　　名 延  長

高速自動車国道
北海道縦貫自動車道 681km

北 海 道
横 断
自 動 車 道

根室線

694km基本 計画区間

網走線

：高速自動車国道（新直轄方式）整備計画区間
：整備未着手区間
：高速自動車国道（有料道路方式）整備計画区間

《区間旗揚げ　凡例》

Ａ’釧路外環状道路

釧路東～釧路別保

L=7km

H30年度開通予定

Ａ’北海道横断自動車道

温根沼～根室

L=7km

H31年度開通予定

B旭川紋別自動車道

遠軽瀬戸瀬～遠軽

L=7km

B旭川紋別自動車道

丸瀬布～遠軽瀬戸瀬

L=11km

H29.3.19開通

Ａ’音威子府バイパス

音威子府～中川

L=19km

B深川留萌自動車道

留萌大和田～留萌

L=4km

H31年度開通予定

Ｂ日高自動車道

日高門別～厚賀

L=14km

H30.4.21開通

Ｂ日高自動車道

厚賀～静内

L=15km

Ａ北海道縦貫自動車道

士別市多寄町～名寄

L=12km

Ａ北海道縦貫自動車道

士別剣淵～士別市多寄町

L=12km

Ａ北海道横断自動車道

陸別町小利別～訓子府

L=16km

H29.10.8開通

Ａ北海道横断自動車道

陸別町陸別～陸別町小利別

L=21km

Ｂ函館・江差自動車道

北斗茂辺地～木古内

L=16km

H31年度開通予定

Ｂ帯広・広尾自動車道

忠類大樹～豊似

L=15km

Ａ’北海道横断自動車道

共和～余市

L=28km

Ａ’北海道横断自動車道

倶知安～共和

L=11km

北海道縦貫自動車道
七飯～大沼公園間
（新直轄方式）
Ｌ＝１０㎞

平成３０年３月３１日現在

総延長 北海道を除く

(km) 延長(km) 率(% ) 全国開通状況

全 国 14,000 11,604 82.9 86.1
北 海 道 1,825 1,119 61.3 -

(954)
8,893 77.2 80.1

(96)
763 55.5

一般国道自動車専用道路 全 国 2,480 1,757 70.8 73.7
(本州四国連絡道路含む） 北 海 道 450 260 57.8 -

高 規 格 幹 線 道 路

高 速 自 動 車 国 道

全 国 11,520

-

区 分 区 域
開 通 延 長

※全国値については、全国高速道路建設協議会の調査数値を使用。

※表の数値は，表章単位未満の位で四捨五入しているため，総数と内訳の合計は必ずしも一致しない。

北 海 道 1,375

※(　）書きは、高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路の外書きであり、高規格幹線道路の総計には含まれている。



TOKACHI 
OBIHIRO 

平成30年6月 
帯広市空港事務所 

とかち帯広空港の概況 



  空港の概要 
平成30年6月  

帯広市空港事務所  

空港の 
種別 

特定地方管理空港 
（設置者：国土交通大臣、管理者：帯広市長） 
昭和56年3月 開港 

滑走路 長さ：2,500m  幅：45m 

駐 機 
スポット 

大型ジェット機用  2箇所 
中型ジェット機用  1箇所 
小型ジェット機用  1箇所 

駐車場 常設771台  臨時160台  計931台（無料） 

（平成30年4月現在） 

旅客ビル 
鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造 ３階・地下１階建 
搭乗橋 3基  ターンテーブル ２基 

貨物ビル 鉄骨造 平屋建  2棟 
 

運用時間 ８：００～２１：００（１３時間） 

空港の諸元 空港・地域の特色 

▶地理的な優位性 
   ・就航率99％（日本有数の日照時間・平坦な十勝平野の中央に位置） 

   ・新千歳空港との近接性（約180km）⇒ 補完・代替空港 

   ・陸路・海路・空路の交通結節点 

 

▶ひがし北海道の空の玄関口 
   ・ひがし北海道広域観光周遊ルート 

         
▶日本有数の食料生産力 
   ・食料自給率1,249％（年間432万人分） 

   ・第一次産業を中心とする安定した産業基盤 

 
▶フードバレーとかちの推進 

   ・北海道フードコンプレックス国際戦略総合特区 

   ・食や農を活かした観光、DMOによるアウトドアなど体験型観光 

   ・イノベーションネットアワード2017農林水産大臣賞受賞 

空港価値の向上に向けた近年の取組み 

路線ネットワークの充実 
 □東京線のダブルトラッキング・機材大型化 
 □関西・中京圏、国際線の誘致活動  
 □観光地としての魅力向上 
 □道内周遊観光の促進 
 

空港施設の利便性向上・機能強化 
 □ターミナルビルの増築・搭乗橋の増設（H28-29） 
 □エプロン拡張（H29） 

1 
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観光 ビジネス

【空港利用者アンケート】 
ビジネスと観光の割合 

堅調なビジネス需要に支えられている 

＜名古屋線＞ 
【H26.8】 
季節運航再開 

＜東京線＞ 
【H23.3】 
ＡＩＲＤＯ就航・ＪＡＬとの 
ダブルトラッキング化 
【H29】 
過去最高の利用（661千人） 

(千人) 

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

558,103 521,062 530,961 544,008 567,331 583,049 605,416 622,597 666,149 

3,359 1,810 8,462 21,194 12,712 3,540 7,164 5,910 4,333 

561,462 522,872 539,423 565,202 580,043 586,589 612,580 628,507 670,482 

  H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 

国内線 713,497   667,067  625,950 619,555 612,147 606,727 607,195 578,366 

国際線 19,015   17,976  22,991 42,524 55,096 35,575 38,257 31,572 

合計 732,512 685,043 648,941 662,079 667,243 642,302 645,452 609,938 

旅客数の推移（全体） 

  利用状況 
平成30年6月  

帯広市空港事務所  

2 

名古屋線開設 

東京線ダブル化 

東京線シングル 

大阪線休止 

名古屋線休止 



 国際線の利用状況 

国際線旅客数の推移 
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国
際
線
旅
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（
千
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台湾234便 
 

台湾 18便 
中国 4便 
ﾊﾜｲ  2便 
 
 

中国 13便 

台湾 55便 
中国 2便 
ﾊﾜｲ  2便 
 
 

台湾 108便 
中国 30便 
 
 台湾  64便 

中国  2便 
ﾍﾞﾄﾅﾑ 2便 
 
 

台湾 4便 
中国 18便 
 
 

台湾  4便 
中国  32便 
ﾊﾜｲ  2便 
 
 

台湾 22便 
中国 6便 
 
 

台湾 22便 
 
 

H27 H28 H29

新千歳 2,278 2,721 3,495

函  館 207 202 188

旭  川 194 116 56

帯  広 7 6 4

釧  路 8 0 1

女満別 1 0 0

道内計 2,695 3,045 3,744
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※参考 道内空港国際線旅客数の推移 
（単位：千人） 

平成30年6月  
帯広市空港事務所  

3 

道内5空港（新千歳除く）推移 道内合計・新千歳 推移 
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 施設拡充の概要 
平成30年6月  

帯広市空港事務所  

搭乗橋  3基 

ターンテーブル 2台 

国内 国際 

増築部 

駐機場  大型2機、中型1機、小型1機、小型機5機 

 

駐機場 大型機2機、小型2機、小型機5機(ジェット機と兼用) 

入出国審査台 

２Ｆ 

１Ｆ 

１６ 

１５ 

１４ 

１２ 

１１ 

１ ２ ３ ５ 

１１ １２ １４ １６ １５ 

１ ２ ３ ５ 

ターミナルビル増築 エプロン拡張及び小型機エプロン新設 

搭乗橋  2基 
ターンテーブル 1台 

拡張部 



5 

ビル増築 

ｴﾌﾟﾛﾝ拡張 

搭乗橋増設 

 施設拡充の概要 
平成30年6月  

帯広市空港事務所  
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 施設拡充の概要 

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
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JAL 

定期便のイレギュラー運航、搭乗橋を使用しない小型ジェット、ダイバート、緊急搬送 

従  前 

SPOT2 

SPOT3 

SPOT5 

ADO 

JAL 

名
古
屋 

国際便 ADO 

JAL 

国際便 

JAL 

SPOT1 小 型 機 用 ス ポ ッ ト 

国際便 国際便 

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

ADO 

JAL 

定期便のイレギュラー運航、搭乗橋を使用しない小型ジェット、ダイバート、緊急搬送 

機能強化後 

SPOT2 

SPOT3 

SPOT5 

ADO 

JAL 

名
古
屋 

国際便 ADO 

JAL 

国際便 

JAL 

SPOT1 国際便 

平成30年6月  
帯広市空港事務所  

※国際便の記載は、受入れ可能時間帯を示す 
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 ○国内線 

  ▶東京線：過去最高（H29年度：661,662人 前年度比7.0%増） 

  ▶名古屋線：4年連続80%超（H26～29年度平均83％） 

 

 ○国際線  

  ▶チャイナエアライン：チャーター便運航（H13年度以降継続的） 

  ▶タイガーエア台湾：新規就航（H29.10 14便） 

  ▶ ｢訪日誘客支援空港｣に認定（H29.8 北海道６空港の枠組み） 

現状の成果 

 路線誘致・誘客の方向性 

 

  

 ○国内線 

  ▶東京線：乗継割引の認知度不足（20％未満） 

  ▶名古屋線：期間延長（通年運航） 

  ▶関西線：就航再開（ニーズが高い）  

  

 ○国際線 

  ▶海外ＬＣＣへのアプローチ（近距離アジア路線） 

  ▶その他アジア地域の情報収集不足（新千歳への需要把握） 

現状の課題 

平成30年6月  
帯広市空港事務所  

） 
 

 ○国内線  乗継割引路線を含めた既存路線の利用促進  ▶  航空会社と連携した利用促進の継続／乗継割引路線の周知拡大 

       名古屋線の期間延長            ▶  航空会社への要請活動／管内広報誌／新聞広告 

       関西線再開に向けた取組みの強化      ▶  航空会社への要請活動／課題を整理／関西での十勝ＰＲ 

 

 ○国際線 韓国、台湾ＬＣＣをターゲットとした就航要請 ▶  航空会社・旅行会社ニーズの把握／現地での観光プロモーション    
     

      その他アジア地域からの就航要請       ▶  情報収集・需要把握／現地での観光プロモーション 

 

今後の誘致・誘客の方向性 



民間委託により期待される効果 
① 現行の空港運営 

帯広空港ターミナルビル㈱ 

帯広市（空港管理者） 

基本施設※ 駐車場 

※ 基本施設（滑走路、誘導路、駐機場など） 

ターミナルビル 

基本施設※ 駐車場 

施設使用料 
テナント料 

ターミナルビル 

着陸料 

施設使用料 
テナント料 
着陸料 等 

民間事業者（運営者） 

② 民間委託した場合の空港運営 

帯広空港の一体運営 着陸料等の引き下げ 

路線数の増加 空港ビルの売上増 

平成30年５月31日 帯広市商工観光部空港事務所 作成 

③ 民間委託により期待される効果 

収支改善効果 
約23億円 

一体運営 

地域経済の 
活性化 

訪問客数の 
増加 

２．民間の資金・ノウハウを活用した一体的経営 

３．複数空港の一体的運営による相乗効果 
  （道内７空港を同一の事業者が一体的に運営） 

４．良質なサービスの提供による利便性向上 
  （運営者が有する専門的な知識や技術を最大限に活用） 

５．長期・継続的な事業運営 
  （30年間の安定的かつ戦略的な空港経営） 

帯広 
（市） 

釧路 
（国） 

女満別 
（道） 旭川 

（市） 

新千歳 
（国） 

函館 
（国） 

稚内 
（国） 

※ （ ）は空港管理者 

道内７空港の一体的運営 

広域観光の 
振興 

＋ 

着陸料等の引き下げ 

路線数の増加 
ターミナルビルの 

売上増 

運営主体がバラバラ 

１．一体運営による市の収支改善効果額 約23億円 

市の収支改善効
果額や空港サービ
スの向上、路線
数の増加などの
具体的な効果は、
民間事業者の提
案により決定 

同一の民間事業者が運営 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

空港経営改革とは 

国土交通省航空局 

空港経営改革推進室 

国土交通省が、道内７空港の空港運営戦略推進略シンポジウム用に作成した資料です。 
帯広空港の民間委託手法に関しては、以下のとおり、国管理空港と特定地方管理空港で、一部内容
が異なります。 
（＊）国管理空港は、民間委託の手法として、国が滑走路など施設の所有権を保有したまま、 
   民間事業者に運営権を付与する（コンセンセッション）予定ですが、 
   帯広空港は特定地方管理空港として、国が滑走路など施設の所有権を保有したまま、 
   帯広市が民間事業者を運営者に指定することとなります。 
（＊）帯広空港は、国管理空港ではないため、市が滑走路・エプロン・駐車場を管理しています。 



〇「空港の民営化」？ 

「運営権」の「民間委託」 

「民間委託」であって「民営化」ではない 

〇目的は？ 

「コンセッション」は目的ではなく「手段」 

目的は「空港の活性化」、「地域の活性化」 

「コンセッション」 

1 



 旅客ターミナルビル 

滑 走 路 

エ プ ロ ン 

国が管理運営 

民間が管理運営 

 駐車場 

利用者 

物販・飲食等 着陸料等 

航空会社 

空港経営の一体化 

我が国の国管理空港は、各施設の運営
主体がバラバラ 

一体化のための手法として「コンセッション」 

滑 走 路 

エ プ ロ ン 

 駐車場 

利用者 

物販・飲食等 着陸料等 

航空会社 

 旅客ターミナルビル 

○×空港運営会社 

2 



〇民間の資金とノウハウを活用した空港運営 

〇滑走路と空港ビルの一体化 

一体的な空港経営が目指すもの 

訪問客数
の増加 

地域経済 

の活性化 

着陸料の引き下げ 

路線数の増加 空港ビルの
売上増 

3 



仙台空港の事例 

〇仙台空港は、国管理空港の民間委託の
第１号案件 

〇平成２８年７月１日より、東急・前田
建設・豊田通商グループが設立する新
会社による運営開始。 

〇地元・宮城県は“震災復興の起爆剤”
と位置づけ、早くから検討を進めてき
た。 

4 



仙台空港の事例 どのような仙台空港になるのか？ 

エアライン事務所の新設 

旅客ターミナルビルの改修 

ピア棟の新設 
（LCC等の旅客搭乗施設） 

マルチスポット対応による 
駐機数の増加 

立体駐車場の新設 

○旅客数におけるLCC旅客数割合 
現在 

30年後 

16％ 

51％ 

実現のために必要な対応 

・旅客数の増加に対する施設機能増強 
 
・LCC等が新規に就航しやすい施設の利用料金設定 

現在 
（2014現在） 

5年後 
（2020年度） 

３０ 年後 
(2044年度) 

旅客 324万人 410万人 550万人 

国内   307万人    362万人    435万人 

国際    17万人    48万人   115万人 

貨物 0.6万t 1万t 2.5万t 

○旅客数の目標値 ○将来の仙台空港イメージ 

出典：東急前田豊通グループ提案概要 

仙台空港の将来計画 

5 



仙台空港の事例 民間委託の効果 

民間委託を通じた路線拡充の兆し 

 ◇仙台～台北便を新設     2016年6月29日～ 
 ◇仙台空港として初めての国際線LCC 

タイガーエア（国際線LCC）新規就航 

 ◇仙台～台北便を増便       2016年10月12日～ 
     週2便→週4便 

エバー航空台北線の増便 

 ◇2017年夏までに仙台空港を拠点化し、機材の夜
間駐機や、国内線・国際線の複数路線の運航を行う
予定 

Peach（ＬＣＣ） 仙台空港拠点化計画 

 ◇仙台～神戸便を再開      2017年7月1日～ 
     1日2往復 

スカイマーク神戸線の就航 

空港アクセスの拡充 

【定期運行】 
◇会津若松と直結する高速バス路線開設 
  1日3往復          2016年11月14日～ 
◇松島・平泉を直結するバス路線開設 
  奥松島・平泉 1日2往復 2017年1年25日～ 
◇酒田・鶴岡方面を直結する高速バス路線開設 
  1日2往復          2017年4月1日～ 
◇山形駅を直結するバス路線開設 
  1日4往復          2017年4月21日～ 
 
【季節限定】 
◇安比高原（盛岡駅経由）シャトルバス 
  冬期運行      2016年12月～2017年3月 
◇遠刈田温泉（盛岡駅経由）直行バス 
  冬期運行      2017年1月～3月 

バス 

◇仙台空港～仙台      2017年3月4日～ 
    ３往復増便 

鉄道 

6 



北海道内の空港の概要 

記号 管理者 空  港  名 空港数 

● 国 新千歳空港、函館空港、釧路空港、稚内空港 4 

▲ 道 
中標津空港、女満別空港、紋別空港、 
奥尻空港、利尻空港、礼文空港 

6 

○ 市 旭川空港、帯広空港 2 

★ 共用（防衛） 丘珠空港 1 

 

 

●：国が設置し、国が管理する空港 

○：国が設置し、市が管理する空港 

▲：道が設置し、道が管理する空港 

★：自衛隊との共用空港 

新千歳 

中標津 

女満別 

帯広 

釧路 

函館 

旭川 

紋別 

稚内 

利尻 

礼文 

奥尻 

札幌（丘珠） 

20,839千人/年 

186便/日 

183千人/年 

 4便/日 

693千人/年 

 14便/日 

1,794千人/年 

 22便/日 

1,168千人/年 

 10便/日 

612千人/年 

 7便/日 

765千人/年 

 14便/日 

72千人/年 

 1便/日 

199千人/年 

 4便/日 

10千人/年 

 1便/日 

38千人/年 

 2便/日 

179千人/年 

 13便/日 

年間乗客数：平成27年度実績（国内・国際合計） 
日当り就航便数：平成28年7月現在 7 



バンドリングに対する考え方 

現状 

・千歳への一極集中 

・各空港バラバラの経営 

・空港間の連携による広域観光の振興 

・一元的なエアポートセールス 

北海道の空港の全体最適を考えた空港運営 
8 



バンドリングに対する考え方 

〇以前の考え方 

・新千歳の収益で道内他空港の赤字を埋める 

・現状維持 → 縮小均衡 

〇今回の考え方 

・それぞれの空港を活性化 

新千歳の利益を「投資」に回す 

北海道全体の「パイ」を増やす 
9 



空港運営の民間委託の形態（“バンドリング”とは？） 

国 北海道 帯広市 旭川市 

(*)丘珠空港は、国管

理ではあるが、防衛
省との共用空港 

新千歳 函館 釧路 稚内 中標津 女満別 紋別 

奥尻 利尻 礼文 

帯広 旭川 

民間事業者 

丘珠(*) 
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北海道内７空港運営委託に向けた現時点での想定スケジュール

３月 4月 8月 7月 １月

募
集
要
項
等
の
公
表

(
Ｈ

30.

4｡

25)

優
先
交
渉
権
者
の
選
定

(
Ｈ

31.

7)

業
務
の
引
継
ぎ

(
Ｈ

31.

10～
)

平成30年度 平成32年度平成31年度

実
施
方
針
等
の
公
表

(
Ｈ

30.

3.

29)

滑
走
路
等
の
運
営
移
行

10月

審査プロセス

平成29年度

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

(
Ｈ

29.

7)

7月

※※※※スケジュールはスケジュールはスケジュールはスケジュールは現時点現時点現時点現時点でのでのでのでの想定想定想定想定でありでありでありであり、、、、今後今後今後今後、、、、変更変更変更変更がありがありがありがあり得得得得るるるる

5月

７
空
港
一
体
の
ビ
ル
経
営
開
始

(
Ｈ

32.

1)

3月

・
稚
内

・
釧
路
・
函

館
・
帯

広
・
女
満

別
空
港

(
Ｈ

33.

3)

・
旭
川

空
港

(
Ｈ

32.

10)

・
新
千

歳
空
港

(
Ｈ

32.

6)

７空港一体での運営開始

運
営
会
社
の
設
立
・
実
施
契
約
の
締
結

(
Ｈ

31.

10)

・
観
光

振
興

・
地
域

活
性
化

・
路
線

誘
致
（
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
）

・
空
港

ビ
ル
の
経

営

・
第
二
次
審
査

(
Ｈ

31.

5～
Ｈ

31.
7)

・
競
争
的
対
話

(
Ｈ

30.

9～
Ｈ

31.

4)

・
第
一
次
審
査

(
Ｈ

30.

8～
Ｈ

30.

9)















































































10,303 
10,743 

14,564 

16,592 
15,703 

43,346 

48,766 

51,616 

48,897 

37,998 

17,116 

20,544 

28,856 
27,944 

16,296 

18,940 

15,743 
15,469 

11,891 
10,959 

12,219 

19,330 

21,927 

26,260 

50,696 

66,609 

56,616 

49,510 

63,636 

66,342 

75,542 

78,110 

65,653 

67,247 

72,907 

59,049 

46,463 

74,072 

83,035 
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92,195 
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10,000
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14,000
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18,000

20,000

S52 S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29

千円千人

年度

路線バスの輸送量と市補助金の推移

S55輸送量：17,946千人

H29 輸送量 4,494千人
（前年比+2.1% 91千人増 ）

H29補助金：92,195千円
(前年比 +11.1% 9,107千円増）

S52補助金：10,303千円

路線バスの輸送量と市補助金の推移

輸送量には、高齢者おでかけサポートバス事業※

（H24～）の利用者等も含む。

※高齢者おでかけサポートバス事業：満70歳以上の方にバスの無料乗車証を交付することにより、高齢者の外出・移動を支援し、社会参加の促進や健康の維持増進などをは

かる事業。


